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4C/ID ブループリントのテンプレート
複雑なスキルを身につける研修プログラムを、4つの構成要素で計画します。全体課題からなるタスククラス、支援情報、手続き的情報、部分課題練習の4つです。
出典：Coursebox ブログ coursebox.ai/blog/four-component-instructional-design-in-elearning
このテンプレートの使い方
まず全体課題から始めます。受講者が最終的にこなせるようになるべき実際の業務を書き出し、次に同じ業務全体を単純にしたものを書きます。それらがタスククラスになります。
どのタスククラスにも、トピックではなく全体課題を入れます。クラス内の課題は、実際の業務と同じように互いに違うものにします。
各クラスの中では、手厚い支援（模範例）から始め、受講者が自力で課題に取り組めるようになるまで支援を減らします。次のクラスの最初で、支援を再び増やします。
部分課題練習は、自動的にこなせるようになる必要があり、全体課題だけでは十分に練習できない定型的な手順に限って追加します。
1. 全体課題
	項目
	記入欄

	複雑なスキル（実際の業務で行われる形で）
	ユーザーのITチケットに、最初の報告から、解決の確認または適切なエスカレーションまで対応する

	十分なパフォーマンスとはどのようなものか（基準）
	

	どのように評価するか（パフォーマンス評価）
	

	実際の業務を易しくしたり難しくしたりする要素（複雑さの要因）
	症状がはっきりしているか、あいまいか。システムが1つか、複数か。ユーザーが落ち着いているか、切迫しているか


2. タスククラス（単純なものから複雑なものへ）
	タスククラス
	単純化の条件
	全体課題の例（細部を変える）
	支援情報
	手続き的情報

	1
	ユーザー1人、システム1つ、症状がはっきりしている
	パスワードによるロックアウト、プリンターのオフライン、1台の端末でメールが同期されない
	ID、端末、アカウントがどう結びついているか。専門家がどのように問題を絞り込むか
	リセット手順、チケットの入力項目、対応スクリプトを、必要なときにその場で示す

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	実際の複雑さ：複数のシステム、あいまいな症状、切迫したユーザー
	
	
	


3. 部分課題練習
	定型的な手順
	自動的にこなせる必要がある理由
	練習の形式
	まず正確さ、次にスピード

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


ほとんどの研修プログラムでは、部分課題練習はあまり必要ありません。全体課題で十分に練習できるなら、省きましょう。
coursebox.ai  |  無料テンプレート  |  ページ 
image1.png
()








